
（3）

域
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

ほ
か
２
件

３
月
29
日

▼
厚
生
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会

２
月
９
日

【
行
政
報
告
】

▼
東
京
に
お
け
る
都
市
計
画
道

路
の
整
備
方
針
（
第
四
次
事
業

化
計
画
）
（
案
）
に
つ
い
て

�

ほ
か
１
件

３
月
10
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
中
央
防
災
公
園
条
例

▼
三
鷹
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
建
築
審
査
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
赤
鳥
居
通
り
駐
輪
場
等
の
指

定
管
理
者
の
指
定
期
間
の
変
更

及
び
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

�

＝
以
上
４
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
土
地
利
用
総
合
計
画

２
０
２
２（
第
１
次
改
定
）素
案

に
係
る
主
な
市
民
意
見
と
対
応

・
修
正
の
方
向
性　

ほ
か
17
件

３
月
29
日

▼
ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会
審

査
報
告
書
の
確
認
に
つ
い
て

東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

対
策
特
別
委
員
会

３
月
22
日

【
行
政
報
告
】

▼
外
環
事
業
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て

調
布
飛
行
場
周
辺
利
用
及
び

安
全
対
策
特
別
委
員
会

３
月
23
日

【
行
政
報
告
】

▼
調
布
基
地
跡
地
関
連
事
業
推

進
協
議
会
（
四
者
協
）
幹
事
会

に
つ
い
て　
　
　
　

ほ
か
５
件

す
る
請
願
に
つ
い
て

�

＝
不
採
択

【
行
政
報
告
】

▼
埋
蔵
文
化
財
業
務
の
あ
り
方

の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

ほ
か
３
件

３
月
９
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

条
例

▼
三
鷹
市
市
民
体
育
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

＝
以
上
２
件
、
原
案
可
決

【
請
願
】

▼
三
鷹
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

条
例
（
制
定
）
及
び
三
鷹
市
社

会
教
育
会
館
条
例
廃
止
に
対
す

る
反
対
の
請
願
に
つ
い
て

�

＝
不
採
択

【
行
政
報
告
】

▼
平
成
28
年
度
教
育
委
員
会
基

本
方
針
に
つ
い
て　

ほ
か
３
件

３
月
29
日

▼
文
教
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

厚
生
委
員
会

２
月
10
日

【
行
政
報
告
】

▼
平
成
28
・
29
年
度
東
京
都
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

ほ
か
４
件

３
月
８
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
子
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
条
例

▼
三
鷹
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

▼
三
鷹
市
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
立
保
育
園
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

＝
以
上
６
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
平
成
27
年
度
「
が
ん
ば
る
地

け
て
、
学
校
・
教
育
委
員
会
・

家
庭
・
地
域
等
が
連
携
し
、
児

童
・
生
徒
の
ネ
ッ
ト
等
の
隠
れ

た
い
じ
め
の
発
見
に
努
め
対
応

す
る
こ
と
。

２　

大
沢
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
内

の
各
施
設
に
お
け
る
照
明
設
備

設
置
に
当
た
っ
て
は
、
使
用
時

間
延
長
と
利
便
性
向
上
の
た
め

に
迅
速
に
進
め
る
こ
と
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

１　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
申

請
に
つ
い
て
は
、
現
状
、
要
介

護
（
要
支
援
）
認
定
が
決
定
す

る
ま
で
平
均
35
日
を
超
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
認
定
期
間
の
短

縮
に
努
め
る
こ
と
。

【
予
算
審
査
特
別
委
員
】

◎
伊
東　

光
則
○
粕
谷　
　

稔

　

大
倉
あ
き
子　

小
俣
美
惠
子

　

伊
沢
け
い
子　

石
原　
　

恒

　

髙
谷
真
一
朗　

宍
戸　

治
重

　

石
井　

良
司　

大
城　

美
幸

　

栗
原　

健
治

◎
委
員
長　
　

○
副
委
員
長

（
３
月
４
日
選
任
）

整
備
を
推
進
す
る
こ
と
。
ま

た
、
定
員
拡
充
以
外
の
方
策
等

も
調
査
研
究
に
努
め
る
こ
と
。

２　

学
童
保
育
所
の
待
機
児
童

の
解
消
に
向
け
て
は
、
民
間
活

用
等
幅
広
い
研
究
・
検
討
を
行

い
、
保
護
者
の
意
見
に
十
分
配

慮
し
、
丁
寧
な
対
応
と
説
明
責

任
に
努
め
る
こ
と
。ま
た
、地
域

ご
と
の
将
来
推
計
を
把
握
し
、

定
員
の
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。

▽
土
木
費

１　

用
途
地
域
等
の
見
直
し
に

当
た
っ
て
は
、
具
体
的
な
将
来

像
を
描
く
と
と
も
に
、
現
在
の

土
地
利
用
条
件
を
勘
案
し
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
地
区
計
画

制
度
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
見

直
し
を
図
る
こ
と
。

２　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
空
き
家
・
空
き

室
・
空
き
店
舗
の
活
用
に
つ
い

て
、
積
極
的
に
利
活
用
に
向
け

研
究
・
検
討
す
る
こ
と
。

▽
教
育
費

１　

い
じ
め
の
防
止
対
策
に
向

総
務
委
員
会

２
月
16
日

【
行
政
報
告
】

▼
「
三
鷹
市
職
員
の
障
が
い
を

理
由
と
す
る
差
別
解
消
推
進
対

応
要
綱
」
に
つ
い
て

３
月
７
日

【
議
案
】

▼
平
成
27
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

▼
三
鷹
市
行
政
不
服
審
査
会
条

例▼
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例

▼
三
鷹
中
央
防
災
公
園
・
元
気

創
造
プ
ラ
ザ
条
例

▼
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例

�

＝
以
上
５
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
第
４
次
三
鷹
市
基
本
計
画

（
第
１
次
改
定
）
素
案
に
係
る

主
な
市
民
意
見
と
対
応
・
修
正

の
方
向
性　
　
　
　

ほ
か
６
件

３
月
29
日

▼
総
務
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

文
教
委
員
会

２
月
９
日

【
請
願
】

▼
三
鷹
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
２

０
２
２
第
１
次
改
定
素
案
に
対

員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
つ
つ
、
平
成
28
年
度
に

お
け
る
事
業
と
収
支
見
積
も
り

等
に
つ
い
て
、
鋭
意
審
査
を
進

め
た
結
果
、
本
予
算
議
案
に
つ

い
て
は
い
ず
れ
も
原
案
を
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。
』

　

委
員
会
は
次
の
附
帯
意
見
を

付
し
、
市
理
事
者
に
対
し
て
、

そ
れ
ら
に
十
分
配
慮
し
た
市
政

の
執
行
を
要
望
し
ま
し
た
。

 

附
　
帯
　
意
　
見 

一
　
般
　
会
　
計

〔
歳
　
入
〕

１　

国
・
東
京
都
の
補
助
金
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体

等
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
補

助
金
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に

効
果
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
。

〔
歳
　
出
〕

▽
民
生
費

１　

保
育
所
に
お
け
る
待
機
児

童
の
解
消
に
当
た
っ
て
は
、
地

域
ご
と
の
待
機
児
童
数
の
的
確

な
将
来
予
測
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
）
を
行
い
、
保
育
施
設
の

審
査
報
告
（
要
旨
）

　

『
平
成
28
年
度
の
本
市
予
算

は
、
三
鷹
中
央
防
災
公
園
・
元

気
創
造
プ
ラ
ザ
の
整
備
進
捗
に

よ
る
事
業
費
の
減
な
ど
で
都
市

再
生
に
係
る
経
費
が
減
少
す
る

も
の
の
、
私
立
認
可
保
育
園
開

設
、
高
山
小
学
校
の
時
限
つ
き

新
校
舎
の
整
備
、
日
本
無
線
三

鷹
製
作
所
南
側
敷
地
の
一
部
取

得
な
ど
に
よ
り
、
一
般
会
計
当

初
予
算
額
は
695
億
３
千
892
万
８

千
円
、
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た

総
計
は
１
千
107
億
４
千
35
万
９

千
円
と
な
っ
た
。
な
お
、
井
口

特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
売
却
時
期

の
見
直
し
に
伴
い
、
平
成
33
年

度
ま
で
の
市
債
残
高
及
び
公
債

費
負
担
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
、

法
人
市
民
税
の
一
部
国
税
化
、

法
人
税
の
実
効
税
率
の
引
き
下

げ
に
よ
る
影
響
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
後
年
度

負
担
に
配
慮
し
た
健
全
か
つ
慎

重
な
財
政
運
営
に
努
め
る
よ
う

強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。
本
委

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
並
び
に
東
京
都
に
対
し
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
抜
本
的
拡
充

を
求
め
る
。
⑴
子
ど
も
に
対
す

る
教
育
、
生
活
支
援
を
拡
充
す

る
こ
と
。
⑵
保
護
者
に
対
す
る

就
労
、
経
済
的
支
援
を
拡
充
す

る
こ
と
。
⑶
子
ど
も
の
貧
困
対

策
を
総
合
的
に
拡
充
す
る
こ

と
。
⑷
児
童
扶
養
手
当
の
所
得

制
限
を
大
幅
に
緩
和
す
る
こ

と
。
⑸
給
付
型
奨
学
金
を
早
急

に
創
設
す
る
こ
と
。
⑹
地
方
公

共
団
体
が
、
貧
困
の
状
況
に
あ

る
子
ど
も
の
教
育
に
関
す
る
支

援
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講

ず
る
に
必
要
な
財
源
を
国
及
び

東
京
都
が
保
障
す
る
こ
と
。

▪
容
器
包
装
処
理
に
お
け
る
拡

大
生
産
者
責
任
の
強
化
を
求
め

る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
こ
と
に
つ
い

て
強
く
要
望
す
る
。
⑴
容
器
包

装
の
再
商
品
化
は
、
特
定
事
業

者
の
責
任
と
し
、
み
ず
か
ら
回

収
で
き
な
い
場
合
は
、
区
市
町

村
の
分
別
収
集
に
委
ね
、
そ
の

費
用
を
区
市
町
村
に
支
払
い
、

そ
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
。
⑵

リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
特
定
事
業
者

の
３
Ｒ
の
責
任
を
明
確
化
す
る

こ
と
。
⑶
条
例
や
事
業
者
が
協

定
し
て
レ
ジ
袋
を
有
料
化
す
る

こ
と
を
義
務
づ
け
る
こ
と
。
⑷

リ
サ
イ
ク
ル
率
、リ
ユ
ー
ス
率
、

リ
デ
ュ
ー
ス
率
の
国
の
目
標
を

設
定
し
、
循
環
型
社
会
形
成
推

進
基
本
計
画
の
推
進
を
行
う
こ

と
。
⑸
国
は
、
リ
ユ
ー
ス
マ
ー

ク
を
制
度
化
し
、
リ
ユ
ー
ス
容

器
の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
。

⑹
現
行
の
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ

ー
ス
施
策
を
重
視
し
た
内
容
に

改
正
し
、
「
容
器
包
装
３
Ｒ

法
」
へ
名
称
変
更
す
る
こ
と
。

▪
介
護
職
員
の
人
材
確
保
を
求

め
る
意
見
書

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
他
の
職
種
に
比
べ

て
給
与
が
約
10
万
円
も
低
い
介

護
職
員
の
処
遇
を
改
善
し
、
人

材
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
府

の
「
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現

に
向
け
て
緊
急
に
実
施
す
べ
き

対
策
」
で
は
、
「
介
護
離
職
ゼ

ロ
」
を
う
た
っ
て
お
き
な
が

ら
、
肝
心
の
介
護
職
員
の
処
遇

改
善
の
た
め
の
対
策
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
本

市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、
介

護
職
員
等
の
処
遇
改
善
を
含

め
、
実
効
性
あ
る
人
材
確
保
の

た
め
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
強

く
要
求
す
る
。

▪
困
難
を
抱
え
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

子
ど
も
な
ど
へ
の
一
日
も
早
い

差
別
解
消
を
求
め
る
意
見
書

　
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
連
合
会
」は
昨

年
５
月
に
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
差
別
禁

止
法
」
の
必
要
性
及
び
同
法
へ

の
考
え
方
を
発
表
し
た
。
同
法

は
、
子
ど
も
・
教
育
、
雇
用
、

医
療
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
民
間

事
業
、
司
法
手
続
な
ど
の
分
野

に
お
い
て
、
性
的
指
向
及
び
性

自
認
を
も
と
に
し
た
差
別
を
禁

止
及
び
防
止
す
る
こ
と
と
、
差

別
を
受
け
た
人
に
対
す
る
支
援

を
定
め
た
法
律
で
、
多
様
な
性

を
持
つ
人
々
が
行
政
機
関
並
び

に
事
業
者
か
ら
差
別
さ
れ
な
い

社
会
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
お
り
、
日
本
で
も

先
進
国
と
同
等
の
法
を
制
定
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
差
別
禁
止
法
」
の
早
期
の
制

定
と
、
実
効
性
あ
る
差
別
解
消

施
策
の
実
施
を
求
め
る
。

▪
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
抜
本

的
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

２８・４・２９

　
平
成
28
年
度
予
算
　
　

　
　
　
　  

審
査
報
告
の
概
要

平
成
28
年
１
月
〜
３
月

　　　　　　各会計別予算総括表 （単位　千円）

会　　　計 平成28年度
予　算　額

平成27年度
予　算　額 増　△減

一　般　会　計 69,538,928 69,401,456 137,472 0.2%

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
事　業 20,223,307 20,612,743 △ 389,436 △ 1.9%

下 水 道 事 業 3,878,754 3,763,593 115,161 3.1%

介護サービス
事　業 1,124,064 1,066,153 57,911 5.4%

介護保険事業 12,123,098 11,490,008 633,090 5.5%

後 期 高 齢 者
医　療 3,852,208 3,786,887 65,321 1.7%

合　　計 41,201,431 40,719,384 482,047 1.2%

総　　　計 110,740,359 110,120,840 619,519 0.6%

純　　　計 102,857,383 102,226,597 630,786 0.6%

※「純計」とは、会計間の重複経費（繰入金・繰出金）を控除した額です。


